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東北大学大学院　国際文化研究科創立 20周年特集
山　下　博　司（コーディネータ）　
現在さまざまな分野で「グローバル化」が劇的に進行しています。これにより、世界全体が一
つの共同体に収斂しつつある反面、排他性をはらむブロック経済圏をめぐる動きも活発です。東
南アジアの華人圏にみられるような、エスニシティに依拠したネットワーク型の金融や資本の仕
組みも活性化し、民族集団別に存立するディアスポラも活気を帯びています。グローバル化によ
る富の偏在、格差の拡大、あらたな搾取関係も生起しています。グローバリゼーションは世界を
一体化すると同時に、それを分断し亀裂を作りだす「くさび」でもあるのです。グローバリゼー
ションが孕む暴力性もまた指摘されるところです。地域紛争やテロが頻発し、犯罪と係争は日増
しに国際化の様相を濃くしています。感染症や環境汚染の越境も深刻です。これらの解決には国
や地域の枠組みをこえた対処が欠かせません。
多少の異論もあるところですが、グローバル化は、越境（transborderization）、均質化
（homogeniezation）、ハイブリッド化（hybridization）、両極化（polarization）、文化帝国主義（cultural 
imperialism）などの諸現象を半ば不可避的に伴うとされます。グローバル化をうけた反応の一つ
としてのグローカリゼーション（glocalization）の現象も観察されます。世界の均質化と同時に
一定の多様化も同時進行しているというわけです。川崎賢一先生による記念講演は、現代文化が
グローバル化のもとで単一化やハイブリッド化を指向するだけでなく、多文化化する傾向をも有
していることを教えています。グローバル化によって逆に民族集団の文化的アイデンティティが
強化されるという見方があることも事実です。強者の価値への随順のみに帰着するわけではない
というのです。実際、グローバリゼーションの進展により解体の危機にあるはずの「ナショナリ
ズム」が息を吹き返し、逆にグローバル化している皮肉な事例も散見するではありませんか。
東日本大震災のショックが冷めやらぬ 2011年 6月、ここ国際文化研究科を訪れ講演したフラ
ンスの文化地理学者オギュスタン・ベルクは、著書の中で、グローバル化が将来する「平準化」
に抗する力としての「風土性」に立ち返ることの重要性を説き、風土的人間存在に根ざした複合
性（multiplicity）を確保することで圧倒的なグローバル化の波に立ち向かうべきことを示唆して
います。一方向的に迫り来るグローバル化の流れに対し、それに対抗し得る反発力を、風土的現
実に回帰する中から見いだそうというのです。多文化主義や地域環境主義（エコ・リージョナリ
ズム）とも一脈通じる観念にみえますが、グローバル化の大波は、各民族集団や地域共同体が育
んできた、風土に根ざした固有の文化的基盤をも侵蝕しつつあるのが実情です。文化相対主義も
空論に陥りかねません。社会人類学者は、地域を地域として捉えるまなざしに潜む権力性の問題
すら俎上に載せています。
いずれにせよグローバリズムは、ポストコロニアル状況を形作ってきた国民（nation）や国家
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（state）の枠組みに改変を迫り、社会や共同体の再編を強いる力として立ちあらわれていること
は間違いありません。こうした状況にあって、われわれの足もとも揺らいでいます。日本の文化
や社会をどう見つめ直し、再構築し、発信していくかが問われています。
大学での教育や研究もグローバル化のあおりを受けています。ボーダレス化が進み、「ナショ
ナル」なものが溶解しつつある今、国や地域を固定的・実体的なものとみる旧来の認識枠組みの
限界が露呈し、超域的な研究の必要性が叫ばれています。地域や文化圏同士の交流と影響関係を
重視することの重要性がますます強調されつつあります。地球規模で歴史を捉えようとするグ
ローバル・ヒストリーの試みなども、こうした流れと無縁ではありません。
「ナショナル」の概念が流動化を余儀なくされている今、「インターナショナル」の概念も付随
的・不可避的に変容を被らざるを得ません。このような動向の中で、われわれが標榜してきた国
際文化研究（international cultural studies）の理念と方法は、はたして盤石なのでしょうか。新た
な情況に的確に対処するため再考や刷新を加える必要がありそうです。グローバル化によっても
たらされる超領域性（globality）が顕著になり、今や否応なく、インターナショナリズムからグロー
バリズムへ、インターナショナリティの時代からグーローバリティの時代へと向かいつつあるか
らです。しかしその一方で、グローバリゼーションの圧倒的な現実を前に、インターナショナリ
ズム的価値へと復帰すべきことも唱えられています。価値の相克の中で、真のコスモポリタニズ
ムのありかが問われています。
研究対象や研究方法が見直しをせまられる中、学生もまた大量に越境し、学生の獲得は国境を
こえた競争の様相をすら呈しています。アセアン大学連合（AUN）の試みに例示されるように
国家の枠組みを越えた域内の大学間協力関係を強化したり、ヨーロッパをも含む非英語圏におけ
る「英語によるコース」の導入や充実などの対処が模索されています。一方で、ますます強まる
英語至上主義・英語帝国主義に警鐘を鳴らす人々の声も聞こえてきます。このような状況下、国
内外の大学における「日本語」の位置づけは今後どうなっていくのでしょうか。
グローバリゼーションは、地球文明全体に抗しがたく押し寄せる力です。大学・大学院といえ
ども例外ではあり得ません。
研究科設立 20周年の節目に、われわれのもとを巣立ち、いまや自立した研究者として活躍し
ている皆さん計 5名（パネリスト 4名、コメンテータ 1名）をお招きして、「グローバリズム・
日本・国際文化研究」のテーマのもと、グローバル化をうけた研究や教育についての貴重なご経
験やご見識を分かち合うとともに、今や中堅としてご活躍の方々から、新しい事態に前向きに対
処していく刺激や知恵を得たいと思う次第です。
お招きした方々のご氏名、研究領域、および主要業績は次頁以下に掲げる通りです。
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パネリスト：
①アンドレア・ククリンスキ（東京芸術大学言語・音声トレーニングセンター助教）
［専門領域］口承文芸、日独中世文学の比較研究
［主要業績］
（1） “Text und Textkritik. Ein Forschungsvergleich zwischen dem japanischen Heike Monogatari 平家
物語 und dem deutschen Nibelungenlied”（「テクストとテクスト・クリティーク―日本にお
ける『平家物語』とドイツにおける『ニーベルンゲンの歌』の研究の比較―」）『東北ドイ
ツ文学研究』第 46号、2002年、1-20頁
（2） “Wie ‘sinnvoll’ ist das Nibelungenlied? Probleme der Textinterpretation im Spannungsfeld 
zwischen Mündlichkeit und Schriftlichkeit”（「『ニーベルンゲンの歌』の意味はどこにあるか
―口承文化・文字文化の影響をともに受けた文学の解釈問題について―」）Neue Beiträge 
zur Germanistik（『ドイツ文学』）第 2巻 1号、2003年、179-193頁
（3） 「発話行為と語り：覚一本『平家物語』の合戦場面における作中人物の話法について」『東
京芸術大学音楽学部紀要』第 38集、2012年、1-19、109-110頁
②土屋忍（武蔵野大学文学部准教授）
［専門領域］日本近現代文学・日本文化論
［主要業績］
（1）『松尾邦之助―長期滞在者の異文化理解―』（編著、柏書房、2010年）
（2）『南洋文学の生成―訪れることと想うこと―』（新典社、2013年）
（3）『武蔵野文化を学ぶ人のために』（編著、世界思想社、校正中）
③ 青木アタヤ（仙台市経済局国際・観光部、前チュラーロンコーン大学文学部東洋言語学科日本
語講座講師）
［専門領域］言語コミュニケーション、外国語教育
［主要業績］
（1） “Rapport Management in Japanese and Thai Social Talk during Group Discussions”, Pragmatics 
20.3, 2010, pp.289-313.
（2） “Directives in Japanese and Thai Group Discussions: Communal versus Individual”, In Tadao 
Miyamoto, Naoyuki Ono, Kingkarn Thepkanjana and Satoshi Uehara （Eds.）, Typological Studies 
on Languages in Thailand and Japan, Tokyo: Hituzi Syobo Publishing, 2011, pp.159-172.
④初山高仁（東北大学理学部非常勤講師）
［専門分野］科学史・技術史
［主要業績］
（1） 「三木清の技術論と技術の倫理」『国際文化研究科論集』（東北大学大学院国際文化研究科）、
第 12号、2004年、107-120頁
（2） 『鉄の科学史』東北大学出版会、2012年
（3） 「東北大学の理念としての実学尊重」『国際文化研究』（東北大学国際文化学会）、第 18号、
2012年、125-139頁
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コメンテータ：
北原かな子（青森中央短期大学看護学科教授）
［専門領域］比較文化論、近代史、文化史
［主要業績］
（1）『洋学受容と地方の近代―津軽東奥義塾を中心に―』岩田書院、2002年
（2）『日本語と英語で読む津軽学入門』（編訳）弘前大学出版会、2008年
（3） 「留学生とお雇い外国人」荒野泰典他編『日本の対外関係 7　近代化する日本』吉川弘文館、
2012年
（4）『津軽の近代と外国人教師』岩田書院、2013年
（東北大学大学院国際文化研究科教授）
